
 

 

 

 

      

主催： 遺伝子デリバリー研究会 

後援： 公益財団法人 川崎市産業振興財団 ナノ医療イノベーションセンター 

協賛： 革新的イノベーション創出プログラム（COI Stream） 

 「スマートライフケア社会への変革を先導するものづくりオープンイノベーション拠点」 



 

 

 

 

会期 2016 年 5 月 16 日（月） 

会場 LiSE【川崎生命科学環境研究センター】１階会議室 

 （公財）川崎市産業振興財団 ナノ医療イノベーションセンター 

主催 遺伝子デリバリー研究会 

世話人 位髙啓史 東京大学大学院医学系研究科疾患生命工学センター 

 臨床医工学部門 特任准教授 
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川崎生命科学・環境研究センター（LiSE）へのアクセス 

〒210-0821 神奈川県川崎市川崎区殿町三丁目２５−１３ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空港： 羽田空港から首都高経由タクシーで約 11分 

 

交通機関 

バス： 「川崎駅」から路線バスが運行（臨港バス：川崎駅前 20番乗場「急行/快速浮島橋行き」 

 キングスカイフロント入り口下車。乗車時間約 20分 徒歩約 3分 

電車： 京急川崎駅から京急大師線「小島新田駅」下車。徒歩 15分 (タクシーで 5分) 

自動車: 首都高速「殿町 IC」から車で約１分 

 

 

 

※ 公益財団法人実験動物中央研究所（CIEA）を右へお入りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎生命科学・環境研究センター(LiSE) 



3 

 

 発表者の皆様へ 

 

≪口頭発表≫  

LiSE 【川崎生命科学・環境研究センター(Life Science & Environment Research Center)】

１階 会議室 

〒210-0821 神奈川県川崎市川崎区殿町三丁目２５−１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 川崎生命科学環境研究センター（LiSE）内 1階受付にお越しください。 

 発表はご自身のＰＣでお願いいたします。 

 

≪ポスター発表≫ 

ポスター発表の会場はナノ医療イノベーションセンター４階です。 

ポスターは川崎生命科学環境研究センター１階受付にお持ちください。こちらで貼付いたし

ます。撤去は各自お願いいたします。ポスターのサイズはＡ０になります。 

 

 ポスター発表者は指定した 40 分間で示説を願いいたします。発表者は示説の時間帯、リ

ボンを着用してください。 

 

演題番号 奇数 16:00 – 16:40  / 偶数  16:40 – 17:20 

 

 奨励賞 

若手研究者のポスター発表の中から特に優れた発表３名に奨励賞を授与いたします。受賞

者には、賞状とプラスミドトロフィーが贈与されます。 

奨励賞の発表は懇談会中に行われます。 

会議室 

受付 
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 コーヒー 

常時、会場内に設置してあります。ご自由にお飲みください。 

 

 

 昼食 

昼食はお弁当を用意しています。昼食時間になりましたら，お弁当とお茶を会場後方で配

布いたしますので，ご自由にお召し上がりください。 

 

 懇談会 

ポスターセッション終了後 17：30 より（公財）川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーシ

ョンセンター2階マグネットエリアにて、懇談会を開催いたします。 
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会場：（公財）川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター4 階 
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遺伝子デリバリー研究会 第１６回シンポジウム 

      開催日： 平成２８年５月１６日（月） 

    会場： LiSE【川崎生命科学・環境研究センター】１階会議室 

         主催： 遺伝子・デリバリー研究会 

後援：（公財）川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター（iCONM） 

協賛：革新的イノベーション創出プログラム（ＣＯＩ Stream） 

「スマートライフケア社会への変革を先導するものづくりオープンイノベーション拠点」 

 

プログラム 

 9:30 受付開始 

 9:55 挨拶 丸山 一雄 遺伝子・デリバリー研究会 前会長 

 

会長講演                                     座長：丸山 一雄 （帝京大学薬学部） 

10:00-10:30 斯波 真理子 国立循環器病研究センター研究所病態代謝部長 

   家族性高コレステロール血症を対象とした核酸医薬の開発 ....................... 12 

招待講演１                               座長：新留 琢郎 （熊本大学自然科学研究科） 

10:30-11:15 片岡 一則 公益財団法人川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター  

   センター長 

   King SkyFront から生まれる医療イノベーション 〜スマートナノマシンで

   体内病院を目指す〜 ................................................................................................. 13 

招待講演 2                                 座長：長崎 健 （大阪市立大学工学研究科） 

11:15-12:00 落谷 孝広 国立がん研究センター研究所 分子細胞治療研究分野 分野長 

   天然の DDSであるエクソソームに学ぶ ................................................................ 14 

12:00-12:40 昼食 

 

招待講演 3                                     座長：有馬 英俊 （熊本大学薬学部） 

12:40-13:25 西川 元也 京都大学大学院薬学研究科 准教授  

   ナノ構造化核酸を基盤とする薬物・核酸デリバリーシステムの開発 ......... 15 

招待講演 4                        座長：小暮 健太郎 （徳島大学医歯薬学研究部） 

13:25-14:10 菅 裕明  東京大学大学院理学研究科 教授 

   特殊ペプチド創薬イノベーション .............................................................................. 16 

14:10-14:25 コーヒーブレイク 

14:25-14:30 総会 

 

14:30-14:45 一般公演１                    座長：佐藤智典 （慶應義塾大学理工学部）

  麓 伸太郎    長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 

   細胞膜を保持した組織透明化法の開発と遺伝子発現の空間分布評価

   への応用 ......................................................................................................................... 26 

14:45-15:00 一般公演 2     

  小山 義之 公益財団法人結核予防会 新山手病院 

   人工 Neoepitope を担持したエクソソームを用いた抗腫瘍免疫治療 ...... 24 



7 

 

招待講演 5                           座長：丸山 厚 （東京工業大学生命理工学研究科） 

15:00-15:45 上田 泰己 東京大学大学院医学系研究科 教授  

   理化学研究所生命システム研究センター グループディレクター 

   全脳透明化の先に見えてくるもの～生命の『時間』の謎の解明に向け～

    ............................................................................................................................................ 17 

16:00-17:30 ポスターセッション 

17:30-19:00 懇親会 ポスター賞発表 

 

ポスター発表 

☆ 奨励賞対象ポスター 

 

P-1 PKN3 siRNA リポプレックスとドキソルビシンの併用療法による肝転移乳がんに対する抗腫瘍効果の検討 

〇服部喜之、菊地拓人、大西啓 

星薬大・医療薬剤  ................................................................................................... 18 

 

☆P-2 正電荷コレステロール誘導体を用いて調製したリポソーム製剤による肝臓への siRNA 導入 

〇町田曜子 1、服部喜之 1、本田真歩 2、大野浩章 2、藤井信孝 2、大西啓 1 
1星薬大・医療薬剤学、2京都大・薬学研究科・ケモゲノミクス・薬品有機製造学 ........................................................ 18 

 

☆P-3 コンドロイチン硫酸と siRNA リポプレックスの連続投与による肝臓への siRNA の導入における投与法の検

討 

○吉池悠貴、服部喜之、菊地拓人、大西啓 

星薬大・医療薬剤学  ............................................................................................................................................ 19 

 

☆P-4 PKN3 siRNA リポプレックスとドキソルビシンの併用療法による肺転移がんに対する治療効果 

○中村麻里、服部喜之、菊地拓人、大西啓 

星薬大・医療薬剤学  ............................................................................................................................................ 19 

 

☆P-5 正電荷コレステロール誘導体を用いて調製した脂質ナノ粒子製剤によるがん細胞への siRNA 及びプラ

スミド DNA の導入 

〇竹内のぞみ 1、服部喜之 1、町田曜子 1、八木彩奈 1、長島由佳 1、本田真歩 2、大野浩章 2、藤井信孝 2、大

西啓 1 
1星薬大・医療薬剤学、2京都大・薬学研究科・ケモゲノミクス・薬品有機製造学 ........................................................ 20 

 

☆P-6 システイン導入 PEG 化ペプチド遺伝子ベクターによる配列依存的遺伝子発現 

○上野美希子、山崎裕一   

東京大学 工学系研究科  ........................................................................................................................................................... 20 

 

P-7 siRNAデリバリー過程解析を指向した蛍光性プローブの開発 

○佐藤雄介、佐藤貴哉、金子充雅、西澤精一 

東北大院理    ............................................................................................................................................ 21 
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☆〇P-8 両親媒性ペプチドによる siRNA の無毒生細胞導入 

○柏原 慎一、新貝 恭広、藤井 啓史、藤井政幸 

近畿大学産業理工学部生物環境化学科 ................................................................................................................................... 21 

 

P-9 siRNAの化学構造と遺伝子サイレンシング効果 

○新貝恭広、柏原慎一、峰松剛、藤井政幸 

近畿大学産業理工学部生物環境化学科 ................................................................................................................................... 22 

 

☆P-10 PEG 及びリガンド密度を制御可能な多層型 siRNA デリバリーキャリアの開発 

◯ 内藤瑞 1、東亮太 2、武元宏泰 3、堀真緒 2、大澤重仁 2、Kim Hyun-Jin1、石井武彦 2、西山伸宏 3、宮田

完二郎 1,2,3、片岡一則 1,2,3 
1東京大学大学院 医学系研究科、2東京大学大学院 工学系研究科、3東京工業大学 化学生命科学研究

所、 
4ナノ医療イノベーションセンター  ............................................................................................................................................ 22 

 

☆P-11 がんを標的とした 1分子の siRNA からなるポリイオンコンプレックスの調製 

○林光太朗 1,2、渡邉秀美代 3、茶谷洋之 3、藤加珠子 1,3、福島重人 1,2、松本有 3、長田健介 2、西山伸宏
1,4、宮田完二郎 2,3、片岡一則 1,2,3  
1川崎市産業振興財団 iCONM、2東京大学工学系研究科、3東京大学医学系研究科、 
4東京工業大学資源化学研究所  ............................................................................................................................................ 23 

 

P-12 人工 Neoantigen（新抗原)遺伝子を用いた抗腫瘍免疫治療システムの創製 

○伊藤智子 1,2、長谷川綾 2、牛草貴博 2,3、杉浦 喜久弥 2、稲葉俊夫 2、 江里口正純１、小山義之 1,2 
1結核予防会新山手病院、2大阪府大院生命環境科学研究科、３関内どうぶつクリニック ....................................... 23 

 

P-13 人工 Neoepitope を担持したエクソソームを用いた抗腫瘍免疫治療 

○小山義之 1,2、伊藤智子 1,2、長谷川綾 2、杉浦 喜久弥 2、稲葉俊夫 2、江里口正純１ 
                     1結核予防会新山手病院、2大阪府大院生命環境科学研究科 ......................................................... 24 

 

☆P-14 フェニルボロン酸を用いた ATP応答型架橋ポリプレックス型高分子ミセルの創成 

〇吉永 直人 1、石井 武彦 1、遠藤 泰輔 1、内藤 瑞 1、内田 智士 1、Horacio Cabral1、長田 健介 1,3、片岡 

一則 1,2 

1東大院工、2 iCONM、3 JST-さきがけ ....................................................................................................................................... 24 

 

☆P-15 固相リバーストランスフェクション法における遺伝子/多糖複合体の細胞内動態の定量評価 

○相木宥佑、新井公大、佐藤智典 

慶応義塾大学理工学部  ............................................................................................................................................ 25 

 

P-16 mRNA 全身デリバリーのための高分子ナノミセルの最適化と膵臓がん治療への展開 

○内田智士 1、喜納宏昭 2、石井武彦 2、内田寛邦 1、松井秋倫 1、位髙啓史 1、片岡一則 1,2 
1東京大学大学院 医学系研究科、2東京大学大学院 工学系研究科......................................................................... 25 
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P-17 "改良型アデノウイルスベクターを用いた赤芽球島関連タンパク質の 2型糖尿病への関与の検討" 

○清水かほり 1、岡本実菜子 1、西中徹 1、櫻井文教 2、水口裕之 2,3,4、冨田晃司 1、寺田知行 1 
1大阪大谷大学 薬学部、2大阪大学大学院 薬学研究科、3医薬基盤・健康・栄養研究所、 
4大阪大学臨床医工学融合研究教育センター .......................................................................................................................... 26 

 

P-18 細胞膜を保持した組織透明化法の開発と遺伝子発現の空間分布評価への応用 

○麓伸太郎 1、大平奈穂 1、西村光洋 1、川上茂 1、西田孝洋 1 
1長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 ...................................................................................................................................... 26 

 

☆P-19 動脈硬化症の治療に向けた遺伝子発現誘導型核酸の開発研究 

～温度感受性による保護層形成と安定化への効果～" 

〇和田郁人 12、上田哲也 12、山本剛史 2、小比賀聡 2、斯波真理子 1 

1 国立循環器病研究センター研究所 病態代謝部 ............................................................................................................... 27 

 

☆P-20 コア-シェル界面に疎水性保護層を有する高分子ミセル型遺伝子キャリアの創成 

～温度感受性による保護層形成と安定化への効果～ 

〇大澤 重仁 1、長田 健介 2、比木 茂寛 2、ディリサラ アンジャネユル 1、石井武彦 3、片岡一則 1 
1iCONM、2東大院工、3ナノキャリア（株） ........................................................................................................................................ 27 

 

☆P-21 ナノミセルを用いた mRNA デリバリーによる遅発性細胞死に対する神経保護治療 

〇福島雄大 1、内田智士 2、今井英明 1、位髙啓史 2、片岡一則 2,3,4、斉藤延人 1 1東京大学医学系

研究科 脳神経医学専攻、2 東京大学医学系研究科 疾患生命工学センター 3東京大学工学系研究科 マ

テリアル工学専攻、4ナノ医療イノベーションセンター   .......................................................................................................... 28 

 

☆P-22 肝への mRNA 投与によるアポトーシスシグナル制御 

○松井秋倫 1、内田智士 1、片岡一則 2、位髙啓史 1，2 

1東京大学医学系研究科、2ナノ医療イノベーションセンター(iCONM) ................................................................................ 28 

 

P-23 Messenger RNA-based therapeutics for brain diseases: An animal study for augmenting clearance of  

beta-amyloid by intracerebral administration of neprilysin mRNA loaded in polymeric nanocarrier 

○Chin-Yu Lin (林進裕) 1、Satoshi Uchida (内田智士) 1、Masaru Ikegami (池上賢) 1、Keiji Itaka (位高啓史) 
1、Kazunori Kataoka (片岡一則)1,21 
1東京大学 医学系研究科、2東京大学 工学系研究科 ...................................................................................................... 29 

 

☆P-24 mRNA を用いた間葉系幹細胞スフェロイド細胞凝集塊への遺伝子導入 

〇柳原歌代子 1,2、松井秋倫 1,2、内田智士 1,2、片岡一則 2、位高啓史 1,2 
1東京大学 医学系研究科、2ナノ医療イノベーショセンター（iCONM） ............................................................................... 29 

P-25 ビタミン E 修飾 siRNA-脂質ナノ粒子の経腸的リンパ移行動態評価 

○渡辺知恵 1、松本有 2、藤加珠子３、宮田完二郎２、片岡一則２３、横田隆徳４、村上正裕 1、 
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1大阪大谷大・薬、2東大・医、3公益財団法人 川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター 

(iCONM)、4東医歯大・医

    ............................................................................................................................................ 30 

 

P-26 脳標的化バブルリポソームによる超音波遺伝子デリバリー 

髙橋葉子 1、○根岸洋一 1、鈴木 亮 1、丸山一雄 1、新槇幸彦 1 
 1東京薬科大学 薬学部、2帝京大学 薬学部 .......................................................................................................................... 30 

 

☆P-27 二本鎖核酸をデリバリー担体として利用した新規核酸医薬の開発 

○國枝泰希、吉岡耕太郎、筋野裕美子、田中規恵、朴文英、桑原宏哉、仁科一隆、永田哲也、横田隆徳 

東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 脳神経病態学分野 ............................................................................ 31 

 

☆P-28 がん治療を企図した PEG 化葉酸修飾デンドリマー/a-シクロデキストリン結合体 (G4) による 
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